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Ⅰ 授業の目的 

 医療・健康の情報管理、個人情報保護、研究利用について、その方法を学び考察する。 

 個人情報保護の重要性を理解し、実践できる。  

 

Ⅱ 到達目標 

 (1) 医療・健康情報の取り扱い倫理と個人情報保護の原則について説明できる。  

 (2) 医療・健康情報の研究利用についての原則について説明できる。 

 (3) 医療における情報セキュリティについて説明できる。  

 

Ⅲ 教育内容 

No. 月 日 曜日 時限 タイトル 内    容 

 1 R5.12.7 （木） 4 個人情報 
個人情報保護とは 

個人情報を漏洩しないために 

 2 R5.12.7 （木） 5 個人情報 
個人情報を医学研究に利用するために 

ケーススタディ 

 

Ⅳ 教育方法 

 講義 

 

Ⅴ 評価の方法 

 講義時間中のレポート（40％）および試験（60％）で評価する。 

  

Ⅵ 推薦する参考書 

 講義中に紹介 
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